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我
が
国
の
公
共
用
水
域
の
窒
素
汚
染
は
深

刻
な
環
境
問
題
で
あ
り
、
年
間
消
費
化
学
肥

料
窒
素
の
約
１
・
5
倍
の
窒
素
を
含
む
家
畜

排
泄
物
は
そ
の
主
要
な
汚
染
原
因
の
一
つ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
２
０
０
１
年
に
は

公
共
用
水
域
へ
の
排
出
水
に
関
し
て
、
水
質

汚
濁
防
止
法
に
硝
酸
性
窒
素
類
の
排
出
を
規

制
す
る
項
目
が
追
加
さ

れ
、
畜
産
廃
水
の
窒
素
除

去
対
策
は
緊
急
の
課
題
と

な
り
ま
し
た
。
水
系
の
窒

素
成
分
を
微
生
物
反
応
に

よ
り
窒
素
ガ
ス
と
し
て
除

去
す
る
脱
窒
反
応
は
最
も

広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
窒

素
除
去
方
法
で
す
が
、
畜

産
廃
水
か
ら
の
脱
窒
反
応

は
長
く
困
難
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
廃
水
中

の
炭
素
／
窒
素
バ
ラ
ン
ス

が
悪
く
、
一
般
的
な
汚
水

処
理
方
法
で
は
脱
窒
反
応

の
過
程
に
お
い
て
電
子
供

与
体
と
な
る
有
機
炭
素
源
が
不
足
す
る
た
め

で
す
。
そ
こ
で
本
課
題
で
は
、
電
子
供
与
体

の
供
給
源
と
し
て
メ
タ
ン
を
用
い
る
メ
タ
ン

脱
窒
反
応
、
お
よ
び
ア
ン
モ
ニ
ア
と
亜
硝
酸

の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
に
よ
り
窒
素
除
去
を
行
う

ア
ナ
モ
ッ
ク
ス
反
応
に
着
目
し
、
こ
れ
ら

の
方
法
を
各
々
メ
タ
ン
発
酵
処
理
の
後
処

理
、
活
性
汚
泥
処
理

の
後
処
理
と
し
て
畜

産
廃
水
処
理
へ
適
用

す
る
こ
と
を
試
み
ま

し
た
。
メ
タ
ン
脱
窒

の
課
題
に
お
い
て
は

反
応
の
最
適
条
件
検

討
、
活
性
を
担
う
微

生
物
の
菌
相
解
析
、

連
続
装
置
の
運
転
、

ア
ナ
モ
ッ
ク
ス
の
課

題
に
お
い
て
は
対
象

汚
水
の
把
握
等
の
た

め
の
農
家
調
査
、
連

続
装
置
の
運
転
等
を

通
じ
て
技
術
化
に
必

要
と
さ
れ
る
基
礎
的
な
情
報
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
が
認
め
ら
れ
、
11
月

22
日
に
第
９
回
日
本
農
学
進
歩
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
日
本
農
学
進
歩
賞
は
財
団
法
人
農

学
会
に
よ
り
平
成
14
年
に
創
設
さ
れ
、
農
学

分
野
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
社
会
的
評
価
を
得

よ
う
と
す
る
若
手
研
究
者
を
顕
彰
す
る
も
の

で
す
。
授
賞
式
で
は
審
査
委
員
の
先
生
が

仰
っ
た
「
進
歩
賞
ま
で
の
研
究
者
で
は
な

く
、
進
歩
賞
か
ら
の
研
究
者
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
」、
と
い
う
言
葉
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
を
励
み
に
し
て
、
畜
産
環
境
問

題
の
解
決
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
浄
化
シ
ス
テ
ム
研
究
チ
ー
ム

主
任
研
究
員

和
木
美
代
子
）

メ
タ
ン
脱
窒
・
ア
ナ
モ
ッ
ク
ス
反
応
に
よ
る

メ
タ
ン
脱
窒
・
ア
ナ
モ
ッ
ク
ス
反
応
に
よ
る

畜
産
廃
水
の
窒
素
除
去
技
術
開
発

畜
産
廃
水
の
窒
素
除
去
技
術
開
発

メタン、酸素存在下での窒素除去を担う微生物反応

授賞式の様子
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畜
産
草
地
研
究
所
と

畜
産
草
地
研
究
所
と

韓
国
畜
産
科
学
院
と
の
Ｍ
Ｏ
Ｕ
の
更
新

韓
国
畜
産
科
学
院
と
の
Ｍ
Ｏ
Ｕ
の
更
新

関
す
る
研
究
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
は
、
畜
産
科
学
院
か
ら
だ
け
で
な

く
韓
国
内
の
他
機
関
の
研
究
者
や
行
政
、
民

間
会
社
、
生
産
者
団
体
か
ら
２
０
０
名
を
超

す
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
韓
国
で
も
飼
料

用
イ
ネ
に
、
高
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

（
企
画
管
理
部

業
務
推
進
室
長

池
田
哲
也
）

９
月
14
日
、
畜
産
草
地
研
究
所
と
韓
国
畜

産
科
学
院
と
の
間
で
締
結
し
て
い
た
「
日
本

国
独
立
行
政
法
人 

農
業
・
食
品
産
業
技
術

総
合
研
究
機
構
畜
産
草
地
研
究
所
と
大
韓
民

国
農
村
振
興
庁
国
立
畜
産
科
学
院
と
の
間
に

お
け
る
協
定
に
関
す
る
覚
書
（
Ｍ
Ｏ
Ｕ
）」

を
更
新
し
ま
し
た
。
調
印
式
は
、
韓
国
の
水

原
市
に
あ
る
畜
産
科
学
院
の
本
部
で
行
わ

れ
、
畜
産
草
地
研
究
所
か
ら
は
松
本
所
長
他

６
名
、
畜
産
科
学
院
か
ら
は
羅
院
長
は
じ
め

多
く
の
関
係
者
が
臨
席
し
ま
し
た
。
こ
の
Ｍ

Ｏ
Ｕ
は
、
平
成
17
年
に
初
め
て
締
結
さ
れ
、

両
国
に
共
通
す
る
畜
産
業
及
び
畜
産
学
、
草

地
学
の
発
展
に
協
力
し
て
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
５
年
間
に
、

稲
の
飼
料
利
用
な
ら
び
に
畜
産
環
境
に
係
わ

る
研
究
者
の
交
流
を
中
心
に
、
多
く
の
研
究

者
が
両
国
間
で
行
き
来
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
ジ
ア
・
大
洋
州
畜
産
学
会
議
（
Ａ
Ａ
Ａ
Ｐ
）

に
お
け
る
日
韓
中
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
な
ど
、
日
韓
だ
け
で
な
く
ア
ジ
ア
に
お
け

る
畜
産
研
究
の
発
展
に
も
寄
与
し
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
Ｍ
Ｏ
Ｕ
を
通
じ
て
両
研
究
機
関

の
協
力
関
係
を
さ
ら
に
強
め
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

16
日
に
は
、

天
安
市
に
あ
る

畜
産
科
学
院
草

地
飼
料
作
物
研

究
セ
ン
タ
ー
で

日
韓
飼
料
イ
ネ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

飼
料
イ
ネ
に
関

す
る
日
韓
５
名

の
研
究
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
研
究

成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
日
本
側
か
ら
は
、

作
物
研
究
所
の
低
コ
ス
ト
稲
育
種
研
究
チ
ー

ム
加
藤
上
席
研
究
員
に
よ
る
日
本
の
飼
料
用

稲
品
種
の
紹
介
、
畜
産
草
地
研
究
所
の
浦
川

関
東
飼
料
イ
ネ
家
畜
飼
養
研
究
サ
ブ
チ
ー
ム

長
に
よ
る
飼
料
イ
ネ
の
収
穫
・
調
製
機
械
に

つ
い
て
の
紹
介
、
同
じ
く
当
所
の
野
中
飼
料

調
製
給
与
研
究
チ
ー
ム
長
に
よ
る
飼
料
イ
ネ

ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
等
の
給
与
に

MOU調印の模様（左：松本所長、右：羅院長）

日韓飼料イネシンポジウム講演者

National Institute of Livestock and Grassland Science
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研究者
訪 問研究者
訪 問

関東飼料イネ家畜飼養研究サブチーム

松 山 裕 城

全
国
の
遊
休
水
田
や
転
作
田

に
お
い
て
稲
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ

プ
サ
イ
レ
ー
ジ
（
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）

の
生
産
が
年
々
拡
大
し
て
お

り
、
平
成
22
年
の
作
付
面
積
は

１
５
９
７
１
ha
（
見
込
み
）
と

な
り
ま
し
た
。
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
畜

産
経
営
に
定
着
さ
せ
る
た
め
に

は
、
現
在
の
精
密
な
飼
料
設
計
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
成
分
を
迅
速
で
簡
易

に
分
析
す
る
方
法
の
確
立
が
必
須
で
す
。
そ

こ
で
、
全
国
の
研
究
機
関
で
実
施
さ
れ
た
60

例
を
超
え
る
消
化
試
験
の
成
績
を
集
約
し
、

栄
養
価
の
推
定
式
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の

推
定
式
と
近
赤
外
分
析
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
他
の
飼
料
と
同
様
に
フ
ォ
レ
ー
ジ
テ

ス
ト
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
効
率
的

な
畜
産
物
生
産
が
可
能
と
な
り
ま
す
（
図

１
）。
さ
ら
な
る
普
及
拡
大
に
向
け
て
の
研

究
で
は
現
在
、
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
に
よ
る
給
与
効
果

の
解
明
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
農
水
省
委

託
「
国
産
飼
料
プ
ロ
」
で
は
、
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
に

含
ま
れ
る
脂
溶
性

ビ
タ
ミ
ン
類
（
α-

ト
コ
フ
ェ
ロ
ー
ル
、

β-

カ
ロ
テ
ン
）
が

持
つ
抗
酸
化
機
能

に
着
目
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
物

質
の
重
要
性
は
以

前
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
製
剤
化
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
生
産
現
場
で
調
査
し
た
結
果
で
は
標

準
的
な
量
の
製
剤
を
与
え
ら
れ
て
い
る
乳
牛

で
も
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
給
与
す
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
血
液
、
生
乳
中
の
濃
度
を
高
め
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
（
図
２
）。
乳
牛
で
は
分
娩

前
後
（
周
産
期
）
に
お
い
て
、
脂
溶
性
ビ
タ

ミ
ン
類
の
濃
度
は
低
値
で
推
移
し
ま
す
。
こ

の
現
象
を
周
産
期
病
の
原
因
の
一
端
と
し
て

指
摘
す
る
声
も
あ
り
ま
す
が
、
分
娩
前
か
ら

稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
給
与
す
る
こ
と
で
脂
溶
性
ビ
タ

ミ
ン
類
の
濃
度
低
下
を
回
避
し
、
疾
病
予
防

に
寄
与
で
き
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

低
迷
す
る
牛
乳
消
費
の
増
加
に
結
び
つ
く
価

値
を
付
与
し
た
生
乳
の
生
産
、
疾
病
予
防
や

受
胎
率
の
向
上
な
ど
、
酪
農
経
営
の
収
益
に

直
結
す
る
様
な
給
与
効
果
が
明
ら
か
と
な
れ

ば
、
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
利
用
拡
大
に
弾
み
が
つ
け

ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

稲
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
の

稲
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
の

定
着
と
さ
ら
な
る
普
及
に
向
け
て

定
着
と
さ
ら
な
る
普
及
に
向
け
て図２ 稲WCSの給与による血清中α -トコフェロール濃度の変化

図１ 稲WCSを採食する乳牛
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研究者
訪 問研究者
訪 問

チ
ン
の
筋
肉
中m

RN
A

発
現
量
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
放
牧
の
経
過
に
し
た
が
っ
て
発
現

量
が
低
下
し
ま
し
た
（
図
2
）。
筋
肉
中
で

ミ
オ
ス
タ
チ
ン
の
発
現
が
低
下
す
る
と
筋
肉

が
よ
り
大
き
く
発
達
し
、
産
肉
的
に
プ
ラ
ス

に
働
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
放
牧
の
何
の

要
因
が
こ
れ
ら
の
現
象
を
も
た
ら
す
か
は
ま

だ
研
究
の
余
地
が
あ
り
ま
す
が
、
肉
用
牛
生

産
の
場
面
で
放
牧
を
活
用
す
る
た
め
に
も
、

こ
れ
ら
の
成
果
が
役
立
て
ら
れ
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

一
般
的
に
「
放
牧
」
と
聞
い
た
と
き
、
ま

ず
「
広
い
牧
草
地
で
の
び
の
び
と
草
を
は
む

ウ
シ
」
と
い
っ
た
絵
が
思
い
浮
か
ぶ
こ
と
で

し
ょ
う
。
じ
っ
さ
い
放
牧
中
の
ウ
シ
は
、
採

食
中
や
飲
水
場
へ
の
移
動
の
際
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
速
度
で
す
が
毎
日
歩
い
て
い
ま
す
。

従
来
こ
の
こ
と
は
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
増

加
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
視
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
私
は
何
か
プ
ラ
ス
の
面
が
あ
る
の
で
は

と
思
い
、
放
牧
牛
の
筋
肉
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
ま
す
。

筋
肉
を
形
成
す
る
筋
線
維
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
代
謝
と
収
縮
の
特
性
か
ら
Ⅰ
型
・
Ⅱ
型

に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
1
）。
特
に
、

Ⅰ
型
筋
線
維
は
脂
肪
交
雑
の
高
い
ウ
シ
の
筋

肉
で
多
く
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
黒
毛
和
種
の
育
成
牛
を
用
い
放
牧
地
と

牛
舎
内
で
そ
れ
ぞ
れ
粗
飼
料
の
み
で
飼
養
し

た
と
こ
ろ
、
放
牧
牛
の
筋
肉
、
特
に
後
肢
の

筋
肉
に
お
い
て
、
舎
飼
牛
に
比
べ
Ⅰ
型
筋
線

維
が
多
く
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
を
裏
付
け
る
た
め
、
放
牧
中
の
ウ
シ

の
筋
肉
を
２
ヶ
月
ご
と
に
採
取
し
、
筋
肉

中
のm

RN
A

発
現
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

放
牧
の
経
過
に
よ
っ
て
Ⅰ
型
筋
線
維
に
存

在
す
る
ミ
オ
シ
ン
重
鎖
（slow

 type

）
の

m
RN
A

が
増
加
し
、
遺
伝
子
発
現
的
に
も

筋
線
維
の
変
化
が
裏
付
け
ら
れ
ま
し
た
（
図

2
）。ま

た
、
前
述
の
試
験
で
放
牧
牛
の
筋
線
維

の
サ
イ
ズ
は
舎
飼
牛
よ
り
も
大
き
く
な
る
現

象
が
見
ら
れ
ま
し
た
（
図
1
）。
同
様
に
放

牧
牛
の
骨
格
筋
形
成
抑
制
因
子
・
ミ
オ
ス
タ

山地畜産研究チーム

木 戸 恭 子

放
牧
牛
の
筋
肉
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

放
牧
牛
の
筋
肉
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

図 1 放牧牛と舎飼牛の骨格筋線維（半膜様筋）。
アルカリ前処理ミオシンATPase 染色。
I: I 型筋線維、II: II 型筋線維。

図２ 放牧牛の最長筋におけるmRNA発現量の
変化（n=3）。
上 : ミオシン重鎖 slow type、下 : ミオス
タチン
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９
月
14
〜
15
日
、
長
野
県
の
佐
久
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
標
記
の
協
議
会
を
開
催
し
、全
国
か
ら
88
名
の
参
加
を
得
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
関
東
東
海
北
陸
農
業
試
験
研
究
推
進
会
議
畜
産

草
地
部
会
（
大
家
畜
・
草
地
飼
料
作
分
科
会
）
の
現
地
研
究
会
も
併

せ
て
行
い
ま
し
た
。

近
年
、
水
田
・
里
山
や
耕
作
放
棄

地
等
で
「
小
規
模
移
動
放
牧
」
が
広

ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
技
術
が
開

発
さ
れ
て
か
ら
十
数
年
が
経
過
し
、

現
地
に
普
及
さ
せ
る
過
程
で
様
々
な

改
良
や
検
討
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
本
技
術
の
到

達
点
と
残
さ
れ
た
課
題
を
中
心
に
検
討
し
ま
し
た
。
畜
産
草
地
研
究

所
の
手
島
主
研
と
宮
路
主
研
が
技
術
的
お
よ
び
経
営
的
な
視
点
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
論
点
を
整
理
し
、
発
表
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
実
践
農
家
で
あ

る
群
馬
県
富
岡
市
の
茂
木
氏
と
、
長

野
県
小
諸
市
の
三
井
氏
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
取
り
組
み
概
要
に
つ
い
て
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
二
人
と

も
農
地
荒
廃
の
懸
念
か
ら
取
り
組
み

を
開
始
し
ま
し
た
が
、
初
期
投
資
や

労
力
が
少
な
く
て
済
む
こ
と
が
大
き
な
魅
力
で
あ
り
、
高
齢
者
や
畜

産
の
経
験
が
少
な
く
て
も
取
り
組
め
る
と
の
感
想
で
し
た
。
２
日
目

は
、
前
出
の
三
井
さ
ん
が
、
11
年
間
利
用
し
て
き
た
小
規
模
移
動
放

牧
の
草
地
と
そ
こ
で
の
親
子
放
牧
の
様
子
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

（
研
究
管
理
監

塩
谷

繁
）

７
月
に
策
定
さ
れ
た
「
酪
農
及
び

肉
用
牛
生
産
の
近
代
化
を
図
る
た
め

の
基
本
方
針
」
で
は
６
次
産
業
化
の

取
組
等
や
資
源
循
環
型
で
環
境
負
荷

低
減
に
資
す
る
自
給
飼
料
基
盤
に
立

脚
し
た
酪
農
及
び
肉
用
牛
生
産
へ
の

転
換
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
22

年
度
の
自
給
飼
料
利
用
研
究
会
は

「
自
給
飼
料
を
活
用
し
た
畜
産
物
生

産
の
拡
大
」
を
テ
ー
マ
に
、
11
月
４
〜
５
日
に
那
須
研
究
拠
点
に
お

い
て
１
４
８
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
農
林
水
産
省
生
産
局
の
小
倉
弘
明
草
地
整
備
推
進
室
長
と

株
式
会
社
ア
レ
フ
グ
ル
ー
プ
・
農
業
生
産
法
人
え
こ
り
ん
村
の
稲
田

武
士
氏
に
よ
る
基
調
講
演
が
な
さ
れ
た
後
、「
黒
毛
和
種
肥
育
牛
へ

の
飼
料
米
給
与
」、「
短
角
牛
に
よ
る
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
牛
肉
生
産
」、「
放

牧
に
よ
る
牛
乳
の
プ
レ
ミ
ア
ム
化
」
の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
２
日
目
は
、
飼
料
分
析
に
長
年
利
用
さ
れ
て
き
た
近
赤
外
分
光

分
析
法
に
関
す
る
最
新
技
術
紹
介
が
さ
れ
ま
し
た
。
機
械
の
老
朽
化

や
飼
料
米
や
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
な
ど
の

新
し
い
飼
料
資
源
へ
の
適
用
法
な
ど

多
く
の
研
究
機
関
で
共
通
す
る
話
題

が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
２
日
目

の
午
後
に
は
希
望
者
を
対
象
に
近
赤

外
分
光
分
析
法
の
研
修
会
が
開
か
れ
、

予
定
よ
り
多
い
受
講
者
が
集
ま
り
、

熱
心
に
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
企
画
管
理
部

研
究
調
整
役

栂
村
恭
子
）

平成 22 年度水田・里山放牧推進協議会

平成 22 年度自給飼料利用研究会

近赤外分光分析法研修会

小規模移動放牧の現地見学

自給飼料利用研究会

放牧実践農家による事例報告

6畜産草地研究所ニュース No.33

National Institute of Livestock and Grassland Science



Spot News

11
月
11
日
か
ら
２
日
間
に
わ
た
り
、
技
会
筑
波
事
務
所
つ

く
ば
農
林
ホ
ー
ル
に
お
い
て
家
畜
ふ
ん
尿
処
理
利
用
研
究
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
行
政
、
大
学
、
研
究
機
関
、
各
種
農

業
関
係
団
体
か
ら
１
２
９
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
肥

料
・
飼
料
な
ど
の
各
種
農
業
資
材
価
格
が
高
騰
、
高
止
ま
り

す
る
な
か
で
、
家
畜
ふ
ん
堆
肥
の
一
層
の
利
用
促
進
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
年
度
は
「
家
畜
ふ
ん
堆
肥
の

肥
料
的
価
値
の
向
上
と
機
能
性
堆
肥
に
関
す
る
研
究
動
向
」

を
テ
ー
マ
に
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
１
日
目
に
は
農
林

水
産
省
畜
産
環
境
・
経
営
安
定
対
策
室
の
金
澤
正
尚
課
長
補

佐
に
よ
る
基
調
講
演
「
畜
産
環
境
を
め
ぐ
る
情
勢
」
と
「
肥

料
的
価
値
の
向
上
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
話
題
提
供
の
後
、
堆

肥
化
過
程
に
お
け
る
ア
ン
モ
ニ
ア
の
回
収
率
の
向
上
、
窒

素
・
リ
ン
酸
の
肥
効
の
評
価
法
と
連
用
の
問
題
等
に
つ
い
て

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２

日
目
に
は
「
堆
肥
の
評
価
及

び
適
正
利
用
技
術
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
話
題
提
供
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
の
討
論
で
は
肥

料
成
分
や
大
腸
菌
の
簡
易
測

定
法
、
サ
ー
モ
ラ
ベ
ル
を
用

い
た
堆
肥
化
過
程
に
お
け
る

最
高
温
度
確
認
法
に
関
す
る

議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

（
畜
産
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
長

島
田
和
宏
）

平成 22 年度家畜ふん尿処理利用研究会

「
ミ
ツ
バ
チ
と
ク
ロ
ー
ン
〜
豊
か
な

食
生
活
に
貢
献
す
る
家
畜
を
知
ろ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
８
月
４
〜
６
日
の
3
日

間
、
８
名
の
高
校
生
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
サ
マ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
家
畜
と
し
て
の
ミ
ツ
バ
チ
を
知
る
」

コ
ー
ス
で
は
、
巣
箱
の
中
の
観
察
、
Ｒ

Ｎ
Ａ
干
渉
実
験
、
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
採

集
の
た
め
の
移
虫
作
業
な
ど
の
実
習
や
、

採
蜜
、
ロ
ー
ソ
ク
作
り
を
通
じ
て
、「
家

畜
」
と
し
て
の
ミ
ツ
バ
チ
に
触
れ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
０
９
年

春
以
来
社
会
的
に
注
目
を
集
め
て
い
る

「
ミ
ツ
バ
チ
不
足
」
に
つ
い
て
も
、
現
在

の
養
蜂
が
抱
え
る
問
題
点
の
説
明
や
問

題
解
決
の
た
め
に
当
所
が
取
り
組
ん
で

い
る
研
究
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

「
牛
の
細
胞
か
ら
生
体
ま
で
」
コ
ー
ス
で
は
、
核
移
植
操
作
の
見
学
や
講

義
に
よ
り
、
能
力
の
優
れ
た
家
畜
の
コ
ピ
ー
を
増
や
す
ク
ロ
ー
ン
技
術
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
体
外
受
精
の
実
習
、
イ
ン
ス
リ
ン
・
グ

ル
カ
ゴ
ン
投
与
に
よ
る
血
糖
値
変
動
の
観
察
実
習
を
は
じ
め
、
超
音
波
妊
娠

診
断
装
置
を
用
い
た
妊
娠
診
断
の
見
学
や
妊
娠
診
断
に
必
要
な
直
腸
検
査
を

体
験
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
食
生
活
に
欠
か
せ
な
い
牛
に
つ
い
て
い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
企
画
管
理
部

情
報
広
報
課

飛
鳥
井
可
奈
子
）

サマー・サイエンスキャンプ 2010

総合討論の様子

採蜜のための巣枠回収妊娠診断の見学
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イベント参加報告

当
所
の
研
究
成
果
を
一
般
消
費
者
へ
の
紹
介
や
産

学
官
の
連
携
に
つ
な
げ
る
場
と
し
て
、
10
月
に
東
京

都
新
宿
区
で
開
催
さ
れ
た
「
く
ら
し
フ
ェ
ス
タ
東

京
２
０
１
０
」
の
「
交
流
フ
ェ
ス
タ
」、
11
月
に
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
実
り
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」、
ホ
テ
ル
日
航
東
京
で
開
催
さ
れ
た

「
食
の
ブ
ラ
ン
ド
ニ
ッ
ポ
ン
２
０
１
０
」、
幕
張
メ
ッ

セ
で
開
催
さ
れ
た
「
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
フ
ェ
ア

２
０
１
０
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー
、
パ
ネ
ル

や
実
物
の
展
示
で
成
果
の
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、

試
食
な
ど
も
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
お

い
し
い
」、「
使
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

 

（
企
画
管
理
部

情
報
広
報
課
長

児
玉
正
文
）
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10
月
16
日
（
土
）、
昨
年
に

引
き
続
き
爽
や
か
な
好
天
に

恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
那

須
研
究
拠
点
一
般
公
開
史
上

最
多
の
１
８
５
５
名
の
方
が

ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
年
は
「
見
て
、
触
れ
て
、

体
験
し
て
み
よ
う
！

畜
産

草
地
研
究
所 

公
開
デ
ー 

〜
安

全
・
安
心
・
エ
コ
な
畜
産
物
生
産

を
目
指
し
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、

研
究
紹
介
で
は
パ
ネ
ル
展
示
、
藤

荷
田
山
の
生
態
試
験
地
ツ
ア
ー
、

牛
肉
試
食
、
放
牧
牛
乳
の
試
飲
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
抽
出
体
験
、
顕
微
鏡
観
察

教
室
、
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
、
農
機

具
展
示
・
実
演
等
に
加
え
、
ロ
ー
ル
ベ
ー
ル
荷
役
具
（N

o.30

「
ロ
ー
ル
ベ
ー
ル
の
流
通
拡
大
を
目
指
し
て
」
参
照
）
の
装
着

実
演
を
行
い
、
大
変
好
評
で
し
た
。
お
み
や
げ
の
３
色
卵
、
所

内
産
完
熟
堆
肥
、
イ
モ
掘
り
用
イ
モ
も
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く

な
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
を
大
画
面
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
顕
微
鏡
観

察
教
室
で
は
、
見
学
者
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
立
ち
寄
ら
れ
ま

し
た
。
乳
酸
菌
、
牛
の
胃
内
の
微
生
物
、
カ
メ
ム
シ
な
ど
の
昆

虫
を
映
し
出
し
た
大
画
面
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
映
像
は
、
大
人

を
含
め
子
供
達
の
興
味
と
関
心
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

（
企
画
管
理
部

連
絡
調
整
チ
ー
ム
長

菊
池
幸
夫
）

一般公開報告（那須研究拠点）

Spot News

ブランドニッポン「食材説明紹介
コーナー（乳酸菌H61株）」

ロールベール荷役具の装着実演
顕微鏡観察教室（前方）及び
パネル展示（後方）

アグリビジネス創出フェア
「当所育成シバ品種の説明」

交流フェスタ「ミニ講演会
（乳酸菌パワーで 高齢化社
会を元気に！）」
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